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芽出し 種まき 分
ぶん

げつ 穂
ほ

が出る分
ぶん

げつがすすむ

マニュアル、観察ノート、
指
し

導
どう

書
しょ

は、ホームペー
ジから印刷できるよ

お米ができる

❷

❹

❸

稲い
ね

か
り

脱だ
っ

こ
く（
も
み
を
は
ず
す
）

稲
いね

が成長する様子

中
なか

ぼし 花がさく

7 お米にする もみすりには、軟
なん

式
しき

野球ボールの
硬
かた

さがちょうどいいよ！

①脱
だっ

こく（穂
ほ

からもみをとる） ②もみすり（玄
げん

米
まい

にする） ③精
せい

米
まい

（白
はく

米
まい

にする）

玄
げん

米
まい

をビンに入れて
棒
ぼう

でつき、出てきた粉
こな

（ぬか）はふるいなどで
落とします。 

　すりばちにもみを1握
にぎ

り入れ、
軟
なん

式
しき

野球ボールでゆっくり上の
方まですり上げます。息をふき
かけて、もみがらを飛ばします。 

　茶わんや牛
ぎゅう

乳
にゅう

パックの中
に穂

ほ

を入れて引っぱると、も
みが容

よう

器
き

の中に残ります。

わからないことがあったら相談室に質
しつ

問
もん

してね！

個人情報の取り扱いについて：いただいた個人情報は、「バケツ稲づくり」事業の資料等
の送付や食育関連チラシの配布等、バケツ稲づくりに関する事業のみに使います。

☎03-6281-5822
バケツ稲

いね

づくり相談室 　土は、「黒
くろ

土 6、赤
あか

玉
だま

土（中
ちゅう

粒
つぶ

）3、鹿
か

沼
ぬま

土
（小

こ

粒
つぶ

）1」の割
わり

合
あい

で用意し、ビニールシー
トなどに広げてかわかして、肥

ひ

料
りょう

と混
ま

ぜ
て使います。
　セットの肥

ひ

料
りょう

は、チッソ、リン酸
さん

、カリの
3要
よう

素
そ

を含む化成肥
ひ

料
りょう

で、収
しゅう

穫
かく

まで肥
ひ

料
りょう

を追加しなくても育ちます。

土の準
じゅん

備
び

いね

上手につくるポイント

（土・日・祝・年末年始はのぞく）10：00　17：00

▲

も
み
す
り（
玄げ
ん

米ま
い

に
す
る
）

精せ
い

米ま
い

（
白は
く

米ま
い

に
す
る
）

きららちゃん

ななちゃん

ほっしー

（4月下旬～
　　5月上旬）

　台風などの強風
の時はバケツ稲

いね

を
室内に移

い

動
どう

させま
しょう。

台風対
たい

策
さく

稲
いね

の周りに園芸
用の支

し

柱
ちゅう

をたて、
網
あみ

などをはります。 

スズメ対
たい

策
さく

病害虫対
たい

策
さく

苗
なえ

の移
うつ

しかえ時、穂
ほ

の赤
ちゃんが出来る時、花が咲

さ

く時で、20 度以下になりそ
うな時は、室内に入れてあ
げよう。

寒さ対
たい

策
さく

観察しながら稲
いね

を育ててみよう！

▲かわかすと土にすんでいる菌
きん

が活気づき、稲
いね

の成長を応
おう

援
えん

し
てくれます。

肥
ひ

料
りょう

は、1 つのバケツあたり
1袋入れます。

ポリバケツ 種もみ・
肥
ひ

料
りょう

セット

土

（10～15リッ
トルのもの）

（※写真と実物は異
こと

なる
場合があります）

（黒
くろ

土、赤
あか

玉
だま

土（中
ちゅうつぶ

粒）、鹿
か ぬま

沼土（小
こ

粒
つぶ

）を
混
ま

ぜます）

❶

使用する土の注意点：黒
くろ

土のかわりに田ん
ぼの土や、田んぼの土として市

し

販
はん

されている
荒
あら

木
き だ

田土を使う場合は、他の土を混
ま

ぜる必
要はありません。培

ばい

養
よう

土
ど

を使う場合は、肥料
は入れないでください。また、水をためて育
てる過

か

程
てい

で腐
ふ

敗
はい

したり、土が膨
ふく

れて水が入ら
ない場合がありますので注意が必要です。

　　　　　　　 バケツの水にボウフラ
が発
はっ

生
せい

した時は、水と一
いっ

緒
しょ

に流
なが

し出
だ

して
新
あたら

しい水に入れ替
か

えます。



芽出し
　シャーレなどの浅い容

よう

器
き

に種もみがひたるくらいの
水を入れます。水にひたした
種もみは、室内のあたたか
い場所におきましょう。 
　種もみに酸

さん

素
そ

がじゅうぶ
んに行きわたるよう、水は毎
日とりかえます。

白い芽（鞘
しょう

葉
よう

）が1ｍｍくらい
見えたら種まきできるよ！

種まき
　水とよく混

ま

ぜて泥
どろ

になった
土をいれたバケツに、表面
に水がたまらないくらいの水
を入れます。少し離

はな

して種も
みをまき、深さ6～ 7mm（種
もみふたつ分）ほど指で押

お

し
込
こ

み、土をかぶせ
ます。土がかわい
たら、土の表面が
湿
しめ

るくらいに水を
まきます。

苗
な え

の移
う つ

しかえ
　葉が 3～ 4枚

まい

にふえたら根ごとやさしく苗
なえ

をぬき、茎
くき

が太く育ちのよい苗
なえ

を 3 ～ 5本に
まとめ、バケツの中心に、2～ 3cmの深さに植えます。そこに水を 1cmの深さに張

は

って、
根付いたら5cmの深さに水を張

は

ります。
　苗を移しかえた後から茎が増えていきます。このような稲

いね

の枝
えだ

分
わ

かれを「分
ぶん

げつ」といい
ます。別に土と肥料を用意すれば種もみ袋

ぶくろ

1袋分で4～5人分のバケツ種を育てられます。

成長すると背
せ

が高くなり倒
たお

れやすいので
支
し

柱
ちゅう

を用意しましょう。

種もみをまいた日をメモしてね
※種もみをスズメに食べられないように、葉が
5cmくらいのびるまでざるをかぶせます。 

中
なか

ぼし
稲
いね

の茎
くき

数
すう

が 20 本、草
くさ

丈
たけ

が40～50cm程
てい

度
ど

になったら、
2～ 5日くらい水をぬきます。土の表面がかわいたらバケ
ツに水を5cmくらい入れ、なくなったら足します。 

中
なか

ぼしをすると、土は酸
さん

素
そ

を取
と

り込
こ

み、根は水を
求めてのびるので、じょうぶな稲

いね

が育つよ！ 

お米になる

稲
いね

かり

　①穂
ほ

の赤ちゃん（幼
よう

穂
すい

）
ができると、茎

くき

がふくらみ、
約 20日で穂

ほ

がでます。 

稲
いね

かりの目安は、穂
ほ

が出てから40～ 45日ごろ、穂
ほ

の約 90％が黄
こ

金
がね

色
いろ

になったころです。
その 10日くらい前に水をぬき（落

らく

水
すい

）、かわかしてから稲
いね

をかります。かりとったら穂
ほ

を下
にして根元をしばり、風通しがよい場所で 10日ほどほします。 

　②つぼみがわれて花がさき
ます。おしべの花粉がめしべに
つき、受

じゅ

精
せい

します。

穂
ほ

が出たらスズメに
食べられないように網

あみ

をはろう！

ここから穂
ほ

の
赤ちゃんがの
びる

さわるとかたくなっている

のび始めた茎
くき

　③もみの中のでんぷん
が固まって重くなり、穂

ほ

が
たれてきます。

稲
いね

の花

えいめしべ

おしべ

40日目→

←穂
ほ

が出て3日目

稲
いね

をほす時も、
スズメに気をつけて

①落
らく

水
すい

する ②稲
いね

をかる ③稲
いね

をほす

（4月下旬～5月上旬）

（5月上旬）

（5月中旬～下旬）

（6月）

（7月上旬～8月下旬）

（9月中旬～下旬）6

5

41

3

2

 　 土を作る時にセットの肥料を1つのバケツあたり1袋入れます。

　  茎がふくらみ始めてから穂が出るまでは5cmの水を保ちます。


